0218　文責石川　二訂

　検察側証人尋問　目撃者A
・あなたはどのような経緯で事件を目撃したのですか？
⇒私は帰宅途中に現場アパートの側を通りかかり、アパートの2階の一室からテレビの音らしきものが聞こえてきました。そして間もなく被害者がその部屋に向かうのを見ました。
・ただ音が漏れているだけならば、珍しい事ではありませんが、あなたはどのようにして異常に気づきましたか？
⇒被害者が後ろ手に金属バットを持っているのが見え、これはただ事ではないと思いましたが、私も怖かったので何もすることができず、そのまま眺めていました。
・そして、被害者はその部屋の住人である被告人を呼び出したのですね？その時の状況を教えてください。
⇒そうです。被告人が玄関から出てきて、二人は廊下のところで話をしていました。
・二人の会話の内容がどのようなものだったか分かりますか？

⇒会話の内容は、どうやらテレビの音に関することの様で、被害者はそのことで怒っていたようでした。
・あなたが玄関口での二人のやり取りを目撃した時、被告人は被害者に対しどのような態度を取っていましたか？
⇒被害者はかなり苛立った様子で怒鳴っていましたが、被告人は全く気にしていない様子で、真面目に対応しているようには見えませんでした。
・それに腹を立てた被害者はその後被告人をバットで殴りましたが、その時の被告人の様子やけがの程度を教えてください。
⇒はい、被告人は殴られるまでバットに気づいていなかったのか、びっくりしていましたが、身体はしっかりしているようでした。
・その後、被告人と被害者はどのような行動を取りましたか？

⇒被告人はとっさに玄関口から逃げ出し、被害者も被告人を追いました。
・被害者と被告人の体格差はどのように見えましたか？
⇒見た感じだと被告人のほうが若干体格がよく見えました。
・被害者はどのような状況で、廊下の柵から身を乗り出してしまったのですか？
⇒被告人を廊下の端に追い詰めた被害者は、被告人に向けて思い切りバットを振りました。しかし被告人はそれをかわして階段のほうへ逃げ、被害者は勢い余って柵から身を乗り出してしまいました。
・被告人は階段のほうへ逃げましたが、被告人はそのまま階段を下りて逃げられる状況にあったと思いますか？
⇒被害者はその時ひどく動揺していたのかあたふたした様子だったので、被告人はその隙をついて階段を下りれば逃げられたと思います。
・被告人は被害者の元に戻って、どのような行動を取りましたか？
⇒被告人は、まだ身体のバランスを取り戻せていなかったであろう被害者の足を掴んで、勢いよく被害者を廊下から転落させました。
・その後あなたは救急車と警察を呼びましたが、名前を名乗らずにすぐに現場を立ち去ってしまいましたが、それは何故ですか？
⇒被害者が落下するときの表情を見て、なんとなくこの人は死んでしまうのではないかと感じ、怖くなって逃げてしまいました。
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